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１．公益目的事業 

 

【 令和７年度基本行動方針 】 

 

公益財団法人としての社会的使命を役員及び全職員が自覚し、定款第３条に掲げ

る「本事業団は、血液由来製剤等を必要とする患者、医療関係者及び医療機関に対

し総合的な血液供給事業を行い、献血血液による血液事業の円滑かつ適正な推進

及び発展に寄与することを目的とする。」という理念に基づき、令和７年度の基本行動

方針を策定し、各事業を推進する。 

 

 

 

１． 日本赤十字社との令和８年度以降の業務委託契約について、血液事業本部、関

東甲信越ブロック血液センターとのこれまでの協議を踏まえ、合意形成を進める。

また、引き続き業務の更なる効率化を進めるとともに輸血用血液の安定供給に努

める。 

 

２． 業務委託契約に基づき適正に業務を遂行し、東京都赤十字血液センターと連携

し医療機関への訪問活動を積極的に行い、緊急削減と定時配送便の更なる利用

促進に努め、供給業務の効率化を推進する。 

 

３． 東京都、日本赤十字社東京都支部、東京都赤十字血液センターと連携し、防災

体制の強化に取り組む。また、安全運転管理者の同乗点検や外部施設研修の参

加、ドライブレコーダー付テレマティクスサービスを活用し、引き続き車両事故防

止に努める。 

 

４． 医療機関を積極的に訪問し、信頼関係を構築することに努め、血漿分画製剤事

業の安定的な維持を目指す。安定供給や国内自給の必要性、さらには災害対策

を考慮した在庫管理など事業団の考えを伝え、新規口座の獲得と既存口座の維

持に努める。 

 

５． クロスエイトＭＣの供給停止について、現段階では不明確なことも多いが、使用中

の患者さんへの影響を最小限に抑えるべく、可能な限り対応する。また、貴重な

国内献血由来第Ⅷ因子製剤として、製剤の供給が再開した際に備え、患者団体、

製薬メーカー、医療機関、調剤薬局と連携を継続する。 
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【 総務部・業務計画 】 

 

１．車両整備及び車両装備計画 

 

令和７年度は緊急車両９台及び普通車両２台を代替更新する。 

 令和６年度 

予定保有台数 

令和７年度 

廃車予定 

令和７年度 

配備予定 

令和７年度 

予定保有台数 

緊急車両 ５６台  ９台  ９台  ５６台  

普通車両 １６台  ２台  ２台  １６台  

合計 ７２台  １１台  １１台  ７２台  

 

２．職員の充足及び教育研修計画 

 

（１）職員の充足計画 

 

 令和６年 

４月１日 

令和６年度 

退職予定 

令和７年度 

採用予定 

令和７年度 

予算定員 

職員数 １２７名  １６名  １１名  １２２名  

 男性職員 ９６名  ７名  ６名  ９５名  

女性職員 １５名  １名  ３名  １７名  

男性嘱託職員 １４名  ７名  １名  ８名  

女性嘱託職員 ２名  １名  １名  ２名  

 

 

（２）教育研修計画 

 

・各種教育、研修、講習会等を実施し、各職員の資質の向上を図る。特に車両

運転に関しては外部研修会等に参加させ、運転技量の向上、安全運転の推進

をする。 

 

 

 

 

 

内 
訳 
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３．輸血用血液製剤の供給業務委託契約等について 

 

（１）輸血用血液製剤 

 

・東京都内における輸血用血液製剤の日本赤十字社との契約は前年に引き続

き、「業務委託契約書」によって実施する。 

 

業務内容 

１． 梱包及び配送業務(離島への対応含む) 

２． 受注業務 

３． 出庫業務 

４． 製品移管業務       

 

  （２）血漿分画製剤 

 

・各メーカーから血漿分画製剤を直接仕入れ、販売を行う。 

 各メーカー（一般社団法人日本血液製剤機構(JB)、MeijiSeika ファルマ株式 

会社、KM バイオロジクス株式会社、帝人ファーマ株式会社等） 

                

 

４．調査研究及び広報普及事業 

 

（１）調査研究 

 

・日本血液事業学会、日本輸血・細胞治療学会等に参加し、演題の発表及び報

告書の作成を行う。 

 

（２）広報普及活動 

 

・下記の会合を実施し、関係機関に対する情報提供、適正使用のための啓発、

献血思想の普及向上等の活動を行う。 

 

（ア） 医療機関に対する血液事情等に関する情報提供 

 

（イ） 東京都赤十字血液センターと業務運営に関する連絡会議の実施 
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（ウ）各種団体、企業への献血協力依頼 

 

（エ）輸血用血液製剤供給業務途上における各種広報普及活動の実施 

   （車両用献血広報ステッカー等の作成） 

 

（オ）献血ルームにおける献血者への協力呼び掛け等の実施 

 

 

５．防災訓練 

 

東京都、各市区町村主催の防災訓練に参加するとともに、広域需給体制に対応し

た、より実践的な自主防災訓練を実施する。 

 

（１）合同防災訓練 

 

 ①令和７年度東京都・羽村市・日の出町合同総合防災訓練に参加予定 

 

 ②令和７年度東京都・新島村合同総合防災訓練に参加予定 

 

 ③令和７年度墨田区総合防災訓練に参加予定 

 

 （２）自主防災訓練の実施 
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【 供給部・業務計画 】 

 

１．輸血用血液製剤 供給計画 

総供給数（単位換算） 

令和６年度見込み   ２，３７４，３５３単位 

令和７年度計画    ２，４１４，８８０単位 

（対前年比１０１．７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．供給出動 計画 

 （１）出動回数 

令和６年度見込み    ５３，４８８回 

令和７年度計画      ５４，３９７回 
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 （２）供給軒数 

令和６年度見込み   １３０，００１軒 

令和７年度計画      １３２，２１１軒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）検体及び血液製剤の回収業務（見込み） 

 

令和７年度計画    １，０１９件 

３．受注業務 

  東京都赤十字血液センターにて日勤帯に事業団職員が受注業務に携わる 

（１名×３６５日） 

 

４．出庫業務 

  供給部   （輸血用血液製剤の取り出し、伝票発行、照合作業等） 

  辰巳支所 （照合作業等） 

  立川支所 （照合作業等）   

  葛飾支所 （照合作業等） 

 

５．製品移管業務 

  辰巳支所より他の拠点（新宿、立川、葛飾）への輸血用血液の移管業務 

１，４６０コース （１日４コース×３６５日） 
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６．血漿分画製剤、その他医薬品の供給計画（総供給金額） 

令和６年度見込み      ２，２０２，４８７千円 

令和７年度計画        １，９６２，３７１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．高度管理医療機器等の販売計画 

令和６年度見込み          １１４，３４９千円 

令和７年度計画            １１５，０５８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,454 
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２．収益事業 

 

【 収益事業等の業務計画 】 

 

概  要 

血液センターの移転等により未使用となった供給基地等の物件を当事業団とは利

害関係の無い第三者に賃貸している。 

合計賃貸料収入２２，４３２，０００円より必要経費を差し引いた、収益の５０％を公

益目的事業の財源に充当する。 

 

 

Ｎｏ． 物件 住所 賃借人 賃貸料収入 合計 

１ ３階建て建物 葛飾区立石 法人 

２２，４３２，０００円 

２ ３階建て建物 練馬区早宮 法人 

３ ２階建て住宅 町田市図師町 個人 

４ ２階建て住宅 町田市図師町 個人 

５ マンション１室 渋谷区広尾 個人 

６ １階建て建物 さいたま市北区 法人 

 

 


